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１回線分（２Ｌ）の電線を仮鉄塔ヘ移線した

後、 片側架線状態の既設鉄塔で、 上相のが

いし撤去作業中、部材が折損し、 部材ととも

に作業員が地上に墜落
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電気事故関係報告（第２報）【Ｈ２０．１２．１７１��
と同内容��

事 故 の 概 要��

Ｏ発生日時�� 事故概要図��

平成２Ｏ年９月１５日（月｝１１時２５分頃��

Ｏ工事件名��
美浜線Ｎｏ．２１鉄塔建替工事��

Ｏ被災状況��
死亡２名、重傷２名��

仮鉄塔��

（仮Ｎｏ．２１）��

既設鉄塔��

（既Ｎｏ．２１）��

Ｏ事故経緯��
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くｘ■・・・・・・・ｘ損傷箇所＞��

１回線分（２Ｌ）の電線を仮鉄塔ヘ移線した��

後、 片側架線状態の既設鉄塔で、 上相のが��

いし撤去作業中、部材が折損し、 部材ととも��

に作業員が地上に墜落��
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鉄塔損壊メカニズムの推定��

片側 電゚線を撤去；｝６ｉ…獣
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Ｇ－Ｄ面の腹材が座屈したことによ��

り、Ａ－Ｂ面腹材ヘはステップ１で��

かかっていた２倍の引張応力が��

かかり破断した。��

Ｃ－Ｄ、Ａ
－Ｂ両面の腹材の損傷に��

強度計算上 、最も安全率の低い箇所である第��
５パネルＧ－Ｄ面の腹材が圧縮応力により座屈��

した。��

より、 第５、６パネル主柱材に大��

きな曲げ応力が発牛Ｌ、 全ての��

主柱材が破断した。��
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電気事故関係報告（第２報）【Ｈ２０．１２．１７１��
と同内容��

鉄塔損壊原因の調査実施内容��

（結果）��
記録の��

確認調査��
巡視・点検は適切ｌ‐なされ��

ていたか�� ｌｄ��

部材補修��
平成１８年豪雪後の補強が��

適切ｌ‐なされていたか��
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材料性能��
適切な材料が使用されていたか��

経年劣化はなかったか��
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通常（両側架線）　！�� Ｏ��
強度計算は適切ｒ��

なされていたか��
鉄塔設計��
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工事中（片側架線）�� ｘ��

工事施工��
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たか��
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設定

せず

設定

せず

公判で明らかになった事実��

【鉄塔建替エ事の業務プロセスにおける事実・事象】�� Ｏ＝決定罍 ＝検討��

一－′′一一��新Ｎｎ２１��仮Ｎｎ２１��既Ｎｍ２１�� 事実 ・事象��

ｌ��

①年度工事計画��

ー��ー��

②実施りん議（案）作成��
設定��

せず��

・工事概要を決定した際、 既設鉄塔の強度計算を実施項目として設定しな��

かった。��

③実施りん議ＤＲ��
審議��

なし��

ＤＲにおいて、既設鉄塔の強度検討についての審議がされなかった。��

参加者は既設Ｎｏ．２１の工事中荷重に対 する強度計算について 、議論指摘��

を行わなかった。��

■��

■��

④実施りん議決裁��
ー��

替��
工��

事��

⑤調査・測量��

⑥鉄塔設計発注��
計算��

実施せず��
・既設鉄塔の強度計算を鉄塔設計の実施項目として設定しなかった。��

⑦鉄塔設計承認��

口��

セ��
ス��

⑧エ事発注ＤＲ��

　

：＝
　　

書確認　　

　��⑨エ事発注��

⑩施エ計画書確認��
●��

；；��

◆協力会社から、既Ｎ０２１鉄塔の片側架線状態における部材の強度検討��
の必要性について指摘されたにもかかわらず、適切な対応をとらなかった��

⑪工事着エ打合せ��

ｌ⑫ェ事着ェ　　ｌ
－ ｌ��⑫工事着工��
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◆概算による強度検討を指示し、ー部部材が強度不足となり、詳細な強��

度計算を指摘されたにもかかわらず、詳細な強度計算を実施しなかった。��

※太枠内は、 公判で明らかになった事実で今回追記した内容��
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【原因】

社内規則に基づき工事設計業務が進められたが、 当該既設鉄塔の強度には余裕があるとの判断のもと、強度計算が行われなかった。また、

工事設計審査では、今回の工事が一般的な■窪であったこ｝、新鉄塔の荷重

【原因】

社内規則に基づき工事設計業務が進められたが、 当該既設鉄塔の強度には余裕があるとの判断のもと、強度計算が行われなかった。また、

工事設計審査では、今回の工事が一般的な■窪であったこ｝、新鉄塔の荷重

事故の原因と再発防止対策��

【原因】��

社内規則に基づき工事設計業務が進められたが、 当該既設鉄塔の強度には余裕があるとの判断のもと、強度計算が行われなかった。また、��

工事設計審査では、今回の工事が一般的な■窪であったこ｝、新鉄塔の荷重条件についての議論が中心となったｒとから、 既設鉄塔の強度��

について審査されることがなかった。加えて、エ事発注後 、 協力会社か皇¢｝指摘もあり‐概纂による強度検討を実施したが、当該鉄塔の強度��
には余裕がぬ蚕と曼判断のもとａ詳繩な強度計算は行われなかった６これらのことから、 工事中の片側架線状態において

一部の鉄塔部材の��

３讐８；；；；：：こ
‘

ｉ
認

ｒ
で”`必

２；；；；；；：５
”’`^ ”

ｒ
塔

Ｔ＝嵒２；；　��新たに判明した事実�� 背景となる重要要因��
再発防止対策��

（ａ．ｂ；社内規則の改正、 らｄ
・責思疎通の充実とリスク低減活動 、 ｅ；技術力の向上ｉ��

〈強度計算について＞�� １��

ｒ��

監鷺８！５８矗��Ｎ０２１鉄塔の片側架線��

①設計に関する社内規則には 、⊥事中に片側��

架線状態となる場合の強度計算の必要性を明��

■片側架線時、電線張替時など支持物強度に影響を与える場合を明確にし、 計算条件および評��

Ｆ誉
を

＝；：；：：＝竺≡讐；讐：＝≡＝；≒：；；；；；；；；；；；；；；；；；ｉ；；；器��る。��

【聾８二夢；旦：モＦＥ２Ｐ生９旦１旦Ｐむら寒坦ｆｔ：■壇０亟≡０：王成２１年２月１２日完ＩＪ」��

状態における部材の��

強度検討の必要性に��

ついて指摘されたにも��

かかわらず、適切な対��

応をとらなかった。��

確には記載していなかった��

ｌ３８２５ｉ；竃喜５３０蹴濃��罍
゛

Ｆ；０５；０８８��
�ヽ� ｂ．工事設計審査に関する実施方法を詳細に決め 、 社内規則を改正する。��

Ｊ��

１６��

＠過去の同種工事において鉄塔損壊はな〈、強 ｉ��
度計算の鯖暴、 部材攝強が必要となったケ

ース��

も愛３亟Ｅ：２たことから、 リスクの大きさに気ゴか��
ず‐⊥事中の状態の強度計算を規則上明確に��

■工事設計審査の 目的の明確化、 運営方法（審議項目、 実施時期、 参加者）の見直しを行う。　　■��

■　　【当該箇所の規則は平成２０年１２月１６日改正済み、 全社規則は平成２２年３月３１日制定】　■��

■送電設計専任課長を配置する。�� 【平成２０年１２月１日配置済み】　■��

ｌ�� ａ当社と協力会社間で潜在的なリスクに関する意思疎通を充実する。��

はしてこなかった。��
◆概算による強度検��

討を指示し、 一部部材��
が強度不足となり、詳��

細な強廣計算を指摘��

Ｅ�� ｈ　　　　　　　 ―
‾��

●��

〈工事設計審査について〉��

■各工事を進める上で、 着工打合せ 、 工事反省会など、 当社と協力会社が会合する機会を都度��

聾３轟鷺鷺麓鰐；；鷺　��、晝面のやり取りを行い 、 その内容について確轟、 協議したうえで必要に応じ対策を講じるｕ��

０ＥＥ事設註甕査に関する社内規則では３甕顯��
目等について 詳細には決めていなかった��

【双方向の意思疎通は平成２０年９月１９日から奏施中】��
●��

されたが、詳細な強度��

轟；３；３霍ｔ！；Ｉ鷺��

■当社と協力會社のｍで●襲空送電エ事全艫におけるリスクｌ：関する意思疎通を毎年実施し、 リ��

．
スクを共有した上で、 対策ｌ＝ついて協議

；曇甕２ゑ��
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；；；��
項目については、��

らのア ドバイスが期待でき��

襲譽５３９既證農８０渡嚢轟晝８讐寔讓儒轟蹴��
【平寵２０年１０月２４日から実施中　以降、毎年実施】��
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ｄ工事全般にわたる潜在的リスクを改めて抽出、 再評価し改善活動を継��

続的に実施する。��

�ヽ� ノ�� ０鷺５；！；ｉ８８５；Ｅ；；８２
”艦’̈ 協`雑””…��

〈協力会社との関わりについて〉��
【Ｈ２０旦９旦ｌ剋ろ２を軣塑。皇喧 些吐社８竃晝塑　　　ｌ��

◆【追加】協力会社の意見をフィードバックする仕��

ｒ組みがなかった��
置量ｉ８８５

刷””寵

置０‐宣費��【屯坦坦坦１旦む臺畦ＦＬ．��

く上記に共通する要因＞��
ｅ．送電工事設計者の技術力のさらなる向上泰団る。��

④近年の大型工事の減少により、 職場に経験�� 矗聖５６
′`ッ卜ヒャリ事例｀ 熟練”’吾”有 ゥ́′`ゥ等を

置竈韶��ｍ２些些貝■Ｐ喧Ｌ－・��

豊富な技術者が少な〈なり、 設討二壷二宣三日竃皚��
にアドバイスを受ける機会等が減少した��

■送電設計専任課長により、 架空送電部門の工事設計技術者を養成する。�� ■��

Ｌ�� 【Ｈ９毛Ｒ８些！學】�� ■��
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